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従来の設以剤(炭f1主ベリュウム， J.4.~燐，盛此融行次，アンツー，モノフルオール酷限ナトリ

ウム等)は泊当な的立の中量を与えれば速やかにlf~を殺すととができる。そして致死量以下の

55量が与えられると，以;主死亡するととなししかも志剤に対してJiH':'、深くなる。また，とれ

らの殺5l剤 l土五 lに対し致死効込をマF-Mにあげるように，人前に対する危険を考えて安全なiCiJi[

にしたときは， jλにとって致死効県は最小限にしか発部できない。

O'Connor ('48) は従来の1お礼剤がも勺，概して念j款な作JlL キ作川による 7~~怖症状二、よび

ぷ剤の致死量以下を摂食したとき，志向に IIJ心深くなる状態等， 341剤として不利益な'rtn を現

わさない殺m斉Ijとして Dicumarol を \.'..11'，した。

Dicumarol は Wisconsin 大学の Dr. Paul Link により発見された。その起ìlt，[は北アメリ

カのある地方におrいて問敗した Sweet clover を家畜が食べ li\ llÍLの状態で、死亡したという観

察があり， その，IM"I:の l疋|子が後に，分離，合成された。 とれが Dicumarol である。 との

Dicumarol のi詰埠休が約 150 にわたって合成， fiJ !，究さ ~L，そ乃 42 許 r 1 の化合物が薬上q[(j"J に，

顕符な志性を呈十ることがわかったので‘ある。とれが Warfarin と ;1泳せられるものである。

Warfarin は fil~~ffi式は 3・(α-acetony1-benzy 1) ・'4-hydroxy-coumarin であってぶには不i存の

安定な化合物-c ， 外在日は右足í1色の粉Jごでるる。

Warfarin の以にむよ I~'す毒作}IJは絞ーやかで，以(まゆ量の i1iWJ を連続的に摂取し，徐々に 1 1\

JÍll状態を Jなとすものである。毒剤の単に 11"1 だけの摂食はほとんど以には設命にはならない。

本毒剤(土，すでにHfí'外に沿いて相当な効果をあげている。 Hayes & Gaines ('50) は

Warfarin 0.005 3'Öの法度のトウモロコシ粉志併で， ドブネズミに対する野外l試験で，えモノ

フルオール酷酸ナトリウム p アンツーで完全な効果をあげるととが出来なかった場所会よちてヤ

ソチプスが古くから問題になっている場所・等の試験に去いても成功をゐさめている。 Do1.y

('50) は Warfarin を燕麦で処理したものについて， Hawaii の Kausi 島にたいて，その設

以効果を調査している。とJしらの野外試験の結果l主，毒餌供与期聞は少なくとも 17 日間，或

いは毒餌のij'ì'i~がなくなるまで行われねばならないととを示したつまた， Gross, Baker & 

Bonnet ('50) も Hawaii の Kausi 島の伝染病地帯の疫病源を減十るために行った野外実験
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で， Rattus alexandrinus , Rattus rattus , R. norvegicus, Mus musculus に対して{[/Ji!iIJ効

一日Lをあげている。

本実験は，北海道のカラマツijE林地にたいて，得を与えているヱゾヤチネズミの駆除に，イ三

jJJi剤を川いるために必要なユtt*'1 を得るために千子ったもので，その，j:ifJ.lHc ついて手提汗する。

本実験を報告するにあたり，御指導，御鞭躍を賜わった林業北験場保護部長今関六也氏ゐよ

ぴ札幌支場保護部長井 I二元JlIJ 川ーごと， .ìÉぴ、に御校閲をいただいた北海道大学農学部教ぼ犬filiJ1 1f"犬

fi!Hではじめ諸先生方に深It~なる謝意を表わす失第である。

I 実験材料および方法

実験に !IJ いられた税収剤は Dethmor という前fji~/I tlのもので， Warfarin 0.5 %，緑色í~，;j{

1% と 98.5% の Corn-starch とを合んだ緑色の粉末である。

との Dethmor を 2mm メッシユの自治jで，ふるった~if.色のトウモロコシ粉に所必の濃度に

混じて11tに与えた。

実験に用いたj誌は，盟f脱c/r，f盟?にむいて採集したヱゾヤチネズミ (Clethrionomys rufocanus 

bedfordiae T:Ì1omas) で， 1 巴ゃっ飼育誌に入~l ， ~!t~麦，クロベー， トウモロコシ粉を仰と

して与えて飼育した。

実験に際しては，市仰を 10cm のシャーレに入れて供試lHに与え， 24 時IIlJ放位する。との

|祭，添餌としてクロパ{を与えてゐ< 0 1] 1:試i辻のFぷ併摂食量は 24 時II\J後の残量から芸づ|計算

をして求め，毎日。1<式11(の休1Tiを iWJ定した。各死亡11M休は Warfarin の7吾作用によって死亡

したととを確かめるために，死体f抑制を行った。

田 実験および結果

1. Vitamin K (Antidote) のJ古J定作;JIJ

Warfarin は医薬として広〈使われている Dicumarol と 11ÎJ様な血液凝同阻止作nJをもっ。

Dicumarol は血液11 1 の Prothrombin を減少させるために， rfl1.液凝同を阻止するのである。

したがって，休内の Prothrombin 量を IEJ{~~に保つのに必要な Vitamin K と拾.JJ'c(Jりな作川を

なすもの匂で必る。

Link 一誠によると Warfarin は11(に泊量を 4~10 日間連続に与えると DicumaroI より

20~30 係強い血液凝同阻止作間を示しp 以の正常な Vitamin K の生理作IIJ を夫わせ， H\血

により 11( を 1立すことカtできるといわ*1-ている。

Vitamin K は航物体中の光合成の盛んな場所に多い。したがって，一般に緑葉は Vitamin

k に ?;fむといわれている。 ヱゾヤチネズミは春夏の候にはもっぱら予子:草を食べている。 野J1l

が市三j';'C を正常にとった時p 本記長剤の市作J IJ にどれほど， :1剖定作JIJ をもたらすかをみようとして
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ゴこの実験を行った。

実験にやいて Vitamin K の供給源として，リンゴ，ニンジン，クロパーを添併として与

えた。

Warfarin Iよラツテ，マウスの穎で 0.025% の含有のものが，効洪(1句であるととが示され

ているので，とれにしたがいよ;l5剤としてトウモロコシ;紛を川い，毒餌のIj l に Dethmor が 1j20

合まれるように調合した。

はじめ併設fll， l休には Vitamin K の供給阪としてニンジン，リンゴを与え，対J!{~ として 5 Il 

1m無毒のトウモロコシ粉を与え，それから後は有毒トウモロコシ粉を与えた。 (Fig. 1) 
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第 1 図 無毒餌および毒餌の供与による体重三五化 添餌p ニンジン，リンプ
Fig. 1. Graphs showing changes of bo::ly weight according to kind of bait. 

Carrot and apple were given in addition. 

体重の変化は Fig. 1 で示したようにJnfi!j; トウモロコシ粉を与えた時は， 1+:重は大きな変化

はなく大休正常な生活をしているが) :'l!l餌を与えて後，死亡 2， 3 n.，Hìから体重の減少する傾

向がみられ， ~í;f;餌供与後 4 円日に 3 芭， 5 rl 11 に 1 1?f， 6 円日に 1 1Zf 9ビ亡した。鼠の1吸者トウ

モロコシ粉の 1 日の摂食量は 3 .4~5.5 gm で大休変化がない上うに見交けられるが， 千'{';!þ ト

ウモロコシ粉では死期が近づくにつれて徐々に摂食量の減少が見向された。

クロパーを添餌した時の休重の変化についても，ニンジン，リンゴを添えた時と[i;J様，休重

は死ぬ 2， 3 LI 前から減少しはじめた。また，奇餌の摂食量も死期が近づくにつれて減少して

いる。

ニンジン， リンゴ，グロパー添~IFの場合死亡 n数l主大体 3~7 日日である。

以 kからみるに， Vitamin K の供給源としての添辞物エンジン， リンゴさまよぴクロパーか

ら収が 1 日 iて摂取する Vitamin K は Warfarin の出血致化作IlJ を阻!とするものでないとと

がわかった。 したがって， 野外にむし・て i']号lや問実を食べている恥に対しでも W.arfarin の

有効性はi成十るものではないと考えてよい。

2. 毒剤匹接投与;試験

/f~fむJ.剤は ì，ìíT述のように連続的に少量づっ11~が摂るととによれ内部1+\血を発展させて死に
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玉らせるものである。ゆえによ立の[-['，血をもたらすのに必要な 1 11 の薬量乞Uと定ずる目的でサくの

実験を行った。

供i式{自体には野外の状態でi孔がとると忠われる Vita叩in K をヲと分合むクロパーを実験をと

むして与えた。その他燕麦p トウモロコシ粉等を与えた。

515剤 (Dethmor) は休]ï: 1 gm について，それぞれ 5.0 mg, 3.0 mg, 1.0 mg, 0.5 mg, 

0.3mg の割合で各尉の休霊に相当した量が，それぞれ小麦粉にまぜられ 0.2gm くらいの団

子として，よ$~に;主日供与された。

第 1 表 Dethmor 直接連日投与結果

Table 1. The mortality of the vole by daily administration of single dose. 

Single Mortality 

d悦 (mg)After 3 |A問、 After 5 A加 6|After7
bopd er wegMH11t j doses orl doses or|doses or l dosesor doses or 

y welgm i Qoses onlYI less less less less 

50(: 
0/5 1/5 3/5 3/5 5/5 
0/5 3/5 3/5 4/5 5/5 

0/7 2/7 2/7 4/7 4/7 
0/3 1/3 1/3 2/::; :J13 

10(; 
0/6 3/6 3/6 6/6 
0/4 1/4 3/4 4/4 

0.5 0/6 1/6 4/6 4/6 4/6 

0.3 0/4 0/4 2/4 2/4 3/4 

Figurs in thεtable show: number of death/number of samples used. 

5/1 

Remarks 

9 doses 6/7 
13 doses 7/7 

14 doses 5/6 
22 doses 6/6 

13 doses 4/4 

その死亡率は Table 1 に示した。 多少の1m!休差がみられるようであるが， O.5mg 単位以

上は大休 4 [8.1毒剤供与のi去に，死亡個体が見出された。 1mg 以上は濃度に比例しな v ，で，大

休同じような死亡結果を示す。 1mg 以下になると仙休差が者しく，毒剤供与回数も榊加する

ようである。杢個体いやれも徐々に体重の減少がみられた。

3. 基剤混合割合試験

Schein ('50) はトウモロコシ粉を基剤として 1 mg!lgm の剖合で用いてたに Doty ('50) 

はゐし燕麦を墓剤としてとた休の 88.73% とし， Warfarin を 0.025 %, 11 %の鉱物れ[1 ， 0.25 

%の Paranitrophenol の割合とする処方を述べている。

エゾヤヂネズミの噌好から考えて， トウモロコシ1;;}を基剤とした叫イヤ， Dethmor のどんな

割合のものがk担当かをみるために，試験 1 の 1 : 19 の混合割合 (Dethmor 浪度 1í20) に，さ

らに 1 : 4, 1: 39 の割合の毒餌について実験を行った。添餌としては=ンジン p リンゴを与

えた。去の各JRの体重は実験前のもので， 1:Hl の休重に応じて 1 日の Dethmol唱の摂取量を休

重 1 9m当りについて求めた。

毒íN摂食量lエ 1:4 は Table 2 , 1: 19 は Table 孔 1: 39 は Table 4 にそれぞれ示し

たっ
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第 2表毒餌 (1 Dethmor : 4 トウモロコ y粉)の喫食量 (gm) 添罫，ニンジン，リンゴ

( ) =体重 19m 当りの D巴thmor 提取量 (mg)

Table 2. Daily consumption of poisonous bait in gm given with apple and carrot 

(1 Dethmor ・ 4 corn powd号r) . 

( ) =De仕lmor acc巴pted in mg per 1 gm body weight. 

Body 
No. weight 

(gm) at 
biginning 

? 3 

Day 

4 

26.0 I 5 叩B 叫 5.2(3川|ふ 3(23 刊 1 (8.0) 

5 

2 29.8 I 0.6 (4.0): 5.2例町 4.2(28.1)1 2 .3(17.1) 0.1(0.8) 

6 

3 18.5 0.5 (5.4)1 0 0.7 (7.3) 0.3 (3.1) 0 0.3 (3.2) 

7 B 

4 27.0 o 0.3 (2.2) 0.4 (3.0) 0 0 1. 6(1 1.7) i3.7(孔 0) 2.9(21.0) 

5 28.5 1.3(30.3) 4.1(28.1) 5.0(35.0) 5.5(33.6) 3.5(2.5) 0.5 (3.7) 

第 3 表毒餌(l Dethmor : 19 トワモロコシ粉)の喫食量 (gm) 添Z恥ニンジン，リンゴ

( ) =体重 19m 当りの Dethmor j:受取量 (mg)

Table 3. Daily consumption of pOiSO:lOUS bait in gm given with apple and carrot 

(1 Dethmor : 19 corn powder). 

( ) = Dethmor accepted in mg per 1 gm boゴy weight. 

Body weight I 

No・ (gm) at 
biginning 2 

Day 

3 4 5 6 

26.5 5.5(10.4) 5.0 (4.4) 4.8 (9.0) 2.5 (4.9) 1.6 (3.1) 。

2 i 2 1.己 5.7(13.0) 5.0(12.0) 3.2 (7.5) 0 

3 19.0 I 5.3(14.0) 5.0(13.5) 2.9 (7.9) 2.4 (6.9) 

4 26.5 4.7 (8.9) 4.5(10.0) 2.3 (5.0) 0 

5 19.5 4.7(12.0) 4.5(13.0) 2.3 (5.8) 1.0 (2.9) 0 

第 4 災帯餌 (1 Dethmor : 39 トウモロコシ粉)の喫食量 (gm) 添耳，ニンジン，リンゴ

( )二体重 19m 当りの Dethmor 摂取量 (mg)

Tabl巴 4. Daily conSlユmption of poisonous bait in gm given with apple and carrot 

(1 Dethmor : 39 corn po,vder). 

( )二 Dethmor accepted in mg per 1 gm boヨy weight. 

Body 

No. I ,weii'ht 
I (gm) at I 唱
]biginning 

2 3 

197 I 3.3(4.2) 12.7(3.3) I 0.5(0.7) 

Day 

4 5 B 

2232j  M(み 0) 1 3.1(3.3) 2.0(2.1) 2.7(み 0)

3 I 32.0 5.0(3.9) 5.2(4.0) 5.7(4.5) 1.1(0.9) 

. 2.3(2.7) 2.3(2.7) 2.8(3.3) 2.2(2.6) 

2.5(1.2) 2.5(2.2) -1.5(1.6) 2.5(2.5) 

4. 23.6 3.2(3.4) 7.2(7.5) 3.5(4.0) 3.2(3.2) 0.8(1.7) 0.8(0.9) 0.3(0:3) 
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三者をよ凶l交するといすれも死亡事ú!.!~をもたらし死亡jjlj 2 , 3 H 前より摂食量の減少がみら

れp 死亡 IJíjの 24 時IllJには皆無のものもみられた。 1: 4 の Uf介制合のときの立;Íìlf摂食量は変

具が，他二二百・より大きいようで dうる。大体各以とも，実験 2 で示されたように，休豆t 1 9mあ

たりの 1 fi のヰ剤摂取量は 1mg 以上で'ib る。 1:4 の出イバ11合にたいて， 休il:i: 1 gm あた

りの摂食市:量は，他の ilf介割合のi必合によ七してはるかに多いが，やはり 4 11 11 あたりより死亡

しはじめている。とれは 1 11 の多量の薬量をどとってもなú !-l~は 1111 じことを税わしていると，目、われ

る。

4. ぷNli\1猷供与試験

二本毒剤はi引を 11\血死亡にいたらせるのには，志剤を辿続的に与えねばならない。 Hayes & 

Gaines ('50) はドブネズミにたいて， 同一濃度の毒剤では辿 fl 供与するよりも p 陥 FI 供与し

た時のほうが効県を減やるととをと述べている。筆者は川敏的供与をしたときに，どの程度効果

がかえするかを時かめるために~j~の各組試験を行った。

Jj;íi1f として 1: 19 の混合主11合に Dethmor 佐合有したものをと 111 いた。毒剤l を与えないとき

は必剤のトウモロコシ粉を与えた。

実験の系列は';l/fN をた1\続与える紗Jii lJを 1 fl , 2 fi , 311 とし， J)\Iし年トウモロコシ粉を与える

期川を 1 11 , 2 fl , 3 日とし，それぞれの机介せによって行った。

その休E変化たよじてカ![;キfi!ç，千fl長部の I史食量は Table 5. にそれぞれ示した。。 は 24 時!flJ

の毒併供与J~JIl\Jをあらわし， x は 24 日寺山のj照奇トウモロコシ粉供与J+IJii\Jをるらわす。去にた

いて p 各1f，'， 1休の上段は休11i~変化を，下段はカlE31日lf，有志íf!tの喫定量をま〉らわした。 したがっ

て， 0め J\:)Jf1 は千百!J'íN喫食量 x の具JHI はカ!rdj; トウモロコシ粉の[喫食量である。

Table 5-1 に示すように，隔 n に35併を与えた時は Hayes & Gaines 等と同様に辿 EI

に干ttillF をfjb与した場合(実験 1 ， 3) より効果を減じて，引，'，114，により生存rJ数のやtl"l)てたものが

!-I JJ てきた。 2 ， 3 日1l\JのjllL537 トウモロコシ粉供与Wlになると， Table 5-2 , 5-3 にみられるよ

うに 5-3 の No. 1 の例外を除いて死亡11'， 1休は見られなかった。とれらの 1 日の志仰の摂食

量は辿 fl 続けて与えられればlRを殺すととができる量である。とれらの残存1[.'，1休を生体解lt!Jし

てみると Table 5-3 の似体ではいすコれも健康体とととなるととろがみられなかった。 しか

し NO.1 は死体解剖では背部，腰部に多量の皮下出血をして死んで、いた。 Table 5-2 では

残存11111休の生体解剖では 7問中， 4頭が頭部，腰部等に皮下11\血がみられた。 Table 5-4, 

5-5, 5←6 等ではい歩れも致死効果はみられるが，やはり 1nf7l;:トウモロコシ粉供与期の長い

ものほど効果が減じているようである。 Table 5-7 , 5-8, 5-9 では 4 日目 1"[ 死亡した個体

が相当多くなっている。とれは実験 1 で示したように連続に奇併を供与すると 3~7 日で死ん

だととから， 3 日間の毒餌供与ですでに効果があらわれたものと，Uわれる。

以上から本毒剤により鼠を殺すためには，五fに毒餌を連 El 摂取させるととが必要なととがう
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第 5 表 (1~9)

上段体重安化 (gm)

ド段 1喫食是 (gm) 0 f与餌供与(1 Dethmor: 19 トウモロゴシ粉) x J~t与トウモロコシ粉

Table 5 (l~9). Results of experiments in which poisonous 鐶its are given di3continuo鑞sly with various intervals rest. 

Upper figure in each row shows I:o::ly weight (gm) and the lower shows amo~nt (gm) of bait consumed. 

o in table indicates poisonous bait and x indicates non-poisonous bait. 

毒餌を非連続的に供与した実験結果

10 II 12 13 11 15 16 17 18 19 

o x 0 x 0 x ヴ x 0 

第 5 表( 1 ) 奇智 1 日おき供与

Poisono'.ls baits are given 巴very other day. 

も
。

9 
X 

7 8 
x 0 

5 
X 
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0 
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Day 
kind of Bait 
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No. 
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(
訪
日
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u 

...... 
(Jl 

9 



ト4

m 
N 

毒餌 2 日おき供与第 5 茨 (2 ) 

Poisonous baits are given every 2 days. Table 5-2. 

17 

X 

4 1. 040.0 ー〉

16 15 

x 0 x x 0 

41.2 41.7 40.7 40.5 

14 13 12 11 

x 0 x x 0 x 

39.2 39.5 40.3 40.2 40.7 41.2 42.0 

10 9 8 7 6 5 3 4 

No. 

業
総
見
場
仲
畑
『
出
叩
湖
越
市
内

3.8 3.7 3.2 

34.6 34.8 36.5 35.5 ー?

4.2 4.0 1.8 4.0 4.2 3.8 4.2 1.2 

31.4 35.0 34.7 34.6 35.2 

3.9 5.0 5.3 

3.3 4.5 4.8 4.2 2.8 5.0 3.8 4.3 1.7 

28.1 27.6 28.2 28.7 27.7 27.9 27.0 27.5 27.8 27.7 ー〉

-.............~ ...--. 
Day 0 1 2 

kind of Bait I 
o x x 0 x 

lU355368 川 36.8

2.8 4.0 3.5 

34.5 32.0 31.2 33.3 35.5 35.7 36.5 

4.3 4.2 4.0 

31.6 

3.5 

29.6 

5.5 1.0 4.5 
2 

26.3 27.8 26.4 24.2 28.0 26.5 

2.5 2.5 2.3 2.5 4.0 2.8 3.0 3.2 3.5 3.0 

31.5 31.7 

2.0 3.2 2.3 3.7 2.7 2.5 1.3 
3 

議
g
h
w

一予31.6 

2.3 3.5 4.0 

28.5 30.5 30.0 

32.0 31.6 31.7 

3.5 

33.0 

4.0 

30.7 

34.4 

4.3 

34.3 

4.8 4.3 

27.1 28.9 30.8 

34.1 

4.0 4.3 

32.6 

3.5 

32.0 

5.1 

32.7 29.8 

28.5 

3.0 

28.7 

4.2 

28.8 

2.7 

27.2 

3.0 

28.0 

1.4 
4 

一令30.0 

4.1 4.5 5.2 

26.4 

3.6 0.6 3.5 5.3 5.2 3.0 

26.2 

3.1 

30.4 

3.7 0.2 

35.5 

2.0 

39.8 34.5 34.5 
5 

33.0 32.7 32.7 31.5 31.5 30.9 30.2 30.3 30.5 28.7 28.3 >29.0 28.2 

5.0 3.6 3.8 3.5 3.6 3.7 4.2 4.5 4.0 3.5 3.5 4.4 5.0 4.8 5.0 4.7 4.0 
6 

一う40.2 40.0 40.7 10.1 39.2 39.5 39.2 39.0 38.5 38.5 39.4 38.3 38.5 38.5 38.5 37.5 36.5 36.2 
7 

.1.0 4.2 4.2 4.0 4.3 5.5 5.2 5.3 1.0 4.3 4.7 5.0 7.3 4.7 4.5 5.2 3.5 

survived. ーヤ



毒餌 3 日おき供与第 5 表( 3 ) 

Poisonous baits are given every 3 days. Table 5-3. 
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20 

X 

19 

ﾗ 

18 

X 

17 

。

16 

ﾗ 

15 

ﾗ 

14 

ﾗ 

13 

。

12 

x C 拾 x x x 

37.2 35.1 36.2 37.5 37.1 36.7 

11 10 9 B 7 

X 

6 

ﾗ 

5 

。

4 

X 

3 

ﾗ 

2 

ﾗ 。

。
、~ Day 

", kind of I 

No. "，~ait 
~I 

31 圃 O

。

34.8 

0 

27.5 21. 8 

38.0 

5.5 5.2 4.0 4.8 

19.3 20.2 19.7 

5.1 4.2 5.0 

36.8 36.5 

3.2 5.5 4.5 5.2 5.2 5.3 

14.5 11.6 15.5 16.0 17.5 18.2 

35.5 34.7 34.5 34.5 35.0 

22.8 23.6 一歩21.5 22.0 21.5 21.6 21.2 17.7 17.2 17.6 

3.0 3.0 3.0 2.3 2.9 2.0 4.0 4.0 3.5 3.5 3.2 3.9 3.2 2.0 5.0 3.8 3.3 3.0 3.3 1.8 
2 

一今'27.6 27.2 26.7 26.4 27.0 26.5 27.2 26.6 26.2 24.5 25.2 25.8 24.5 24.6 25.5 25.8 25.0 24.5 22.5 24.0 24.8 

2.0 3.3 3.6 2.7 2.5 1.3 3.3 3.8 3.2 2.8 3.0 3.8 3.::1 3.0 3.5 3.3 3.5 3.0 2.5 2.5 
3 

32.0 32.1 33.8 31.6 31.7 30.2 32.5 32.0 30.6 32.3 34.6 35.3 33.7 32.1 32.7 35.5 39.0 ー今34.1 32.3 31.8 33.0 

3.3 3.5 3.8 

29.9 30.2 

3.1 4.3 4.0 2.5 3.8 3.9 4.2 

27.4 25.2 28.2 29.8 29.5 

3.5 3.8 3.8 4.2 4.8 3.5 

29.0 28.5 

4.2 2.7. 2.3 3.2 

27.0 27.8 

4 

、-, 31.0 30.5 28.7 29.8 29.3 27.0 28.5 26.8 26.7 27.2 

2.6 2.2 3.7 2.7 2.5 3.2 4.3 4.3 3.5 r
d
 
• -2.3 3.7 4.0 3.8 4.3 4.8 3.0 3.3 5.5 3.0 

5 

_ __7_ _1 32.: 

3 1. 0 句ー〉

2.3 1. 5 

31.2 31.7 ー十

29.1 30.0 

3.8 

27.1 

6.3 

30.1 

3.2 

29.0 

5.5 4.0 5.2 5.9 

33.8 34.2 33.7 32.0 31.2 

28.5 29.7 27.2 

4.8 

33.8 

26.5 

4.5 

26.3 

3.0 

30.7 31.8 

29.2 

4.2 5.0 

33.8 

32.0 33.8 

6.4 

33.8 33.0 

30.8 

4.0 8.8 

33.5 34.3 

30.7 31.0 

3.7 

33.0 

5.0 

35.0 

3.0 

37.7 
6 

(
蕗
口
)

31.0 32.1 31.2 34.6 34.5 

3.3 3.4 

31.3 30.8 

3.8 3.5 3.0 3.3 

31. 1 30.8 

4 , 2 5.0 3.9 

32.5 

5.5 5.5 4.2 3.9 4.8 4.5 

31.0 29.0 

9.2 5.7 6.0 

30.0 28.0 

6.0 4.5 
7 

32.0 30.8 30.2 28. ~l 

• A 
(Jl 
w 

ーう

3.5 3.5 

32.6 

3.8 

32.2 

4.3 3.7 3.9 

32.1 

4.1 

32.2 

4.3 4.0 

32.0 

5.2 

31.8 

4.3 4.7 

30.5 

4.8 3.9 4.5 9.0 5.2 4.3 5.2 3.3 

survived. 
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ド.

E 毒E耳 2 日連続供与で 1 日休養第 5 表 (4 ) 

Day 
-~_ kind of Bait I 

No.\一 o 0 x 

l2872950 川 25.9

l97315317295310ω7 2ヲ 2 29. 7 27. 7 27. 7 26. 7 26. 1 19. 2 

12 

ﾗ 

11 10 

o 0 

9 

Poisonous baits are given successively for 2 day3 with 1 day rest. 

o 0 x 

8 7 6 

ﾗ 

5 

。

4 

。

3 2 
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毒餌 2 日連続供与で 2 日休養第 5 表 (5 ) 

神
同
知
選
者
向
片
山
円
山
口
δ
H
H
K可
寸
。
市
社
7
u
hこ
付
近
J可
制
い
注
湘R
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~ D~?: 
, kind of 

No. Bait 
~、~

lm234235214198206192185 
5.5 5.3 2.2 1.5 3.4 2.2 0.3 

l313322308305 山 30.0 30.7 29.8 30.5 30.3 山 29.5 30.3 28.1 引川 29.4 28.6 27.5 25.4 
4.0 4.5 5.5 5.2 3.6 3.9 2.5 4.2 4.0 3.5 1.5 6.0 3.6 3.8 1.0 3.2 2.2 3.3 0.8 

!?031529531530 1300 
4.5 3.3 5.3 3.0 4.0 

1M330313m300290276255  
4.0 4.3 4.5 4.7 3.3 1.5 0 

1362390378357 
5.0 4.5 0 

1222267243256232206195 
5.0 4.7 5.0 2.8 1.0 2.8 

Poiso百ous baits are given successively ror 2 days with 2 days rest. Table 5 • 5. 

20 

ﾗ 

18 19 

ﾗ 。

17 

。

16 
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15 14 

o x 

13 

。

12 

X 

11 

ﾗ 

10 

。
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。
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X 
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X 
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。
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。

4 3 

x x 

36.5 35.7 34.8 34.3 
5.5 5.2 0.6 

? 

。o 

。

19.5 18.0 18.0 
3.5 2.3 

2 

29.8 31.0 30.5 29.7 26.2 27.1 28.6 27.5 29.0 29.0 28.8 28.5 27.0 28.1 28.7 28.0 27.7 28.5 29.7 29.7 28.3 
6.0 4.9 3.0 1.0 2.5 3.8 4.2 4.6 4.1 4.0 3.0 1.0 1.8 4.8 4.3 3.8 5.8 4.2 2.5 1.0 

43.7 40.6 39.0 38.0 32.1 31.5 32.6 30.5 31.3 30.3 25.8 
5.0 4.7 2.2 1.4 1.5 3.2 1.3 3.2 2.7 1.3 
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毒餌 2 日連続供与で 3 日{本主主第 5 表( 6 ) 

Day 
¥ 

kind of 
No・.. ~ait 

l400405382355 山 31.1 32.4 30.2 川
5.5 5.0 4.4 0 2.3 3.3 3.0 0.5 

l 178 175170 167150 15616615815316217917917818618718  0 177147145 
3.2 2.7 2.3 1.5 2.5 0.5 2.5 3.7 3.3 2.8 3.5 3.5 3.2 0 3.6 3.0 3.0 0.3 

28 .8 3 1. 8 32. 3 30.0 3 1. 2 32. 1 35 . 3 33.6 34.7 34. 1 34.6 35 .4 32. 3 3 1. 8 33.2 34.0 34. 7 34.7 33.9 
4.0 4.5 3.7 5.8 6.3 6.5 5.0 4.0 4.9 4.3 6.4 4.3 1.4 3.2 2.3 5.2 5.0 4.9 

27.5 28.3 30.0 26.9 33.2 
4.3 4.8 2.7 0 

36.8 37.5 37.2 35.3 32.0 34.5 28.7 
5.3 6.8 6.3 1.0 0.3 0 

35.5 35.2 37.0 35.5 35.7 35.6 35.8 34.9 35.5 
4.5 4.5 4.8 5.!) 5.0 5.0τ3.8 3.3 

29.5 31.2 30.3 28.0 28.4 29.0 29.7 27.5 
3.3 4.8 4.2 4.5 5.7 5.2 4.3 

19.5 22.7 21.2 19.3 17.5 18.8 21.2 19.8 19.5 
4.0 3.7 4.3 1.0 2.0 4.0 3.2 0 

23.0 23.9 21 .9 21. 9 20.7 21. 0 21. 2 20.7 19.5 19.2 19.0 18.7 18.5 
4.7 4.0 3.5 3.2 1.3 4.3 3.2 2.3 2.2 3.1 4.0 2.3 

31.5 32.8 30.8 30.4 29.1 30.0 29.3 29.7 28.8 28.5 2 ヨ .9 28.5 29.2 26.8 25.5 26.8 26.6 
4.8 4.3 2.1 4.2 4.0 :;.2 4.1 3.6 1.7 3.3 4.3 1.2 0.3 1.0 2.3 2.3 

Poisonous baits are given successively for 2 days with 3 days rest. Table 5-6. 
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殺鼠剤 Warfarin のェヅヤチネズミに対寸る効果について (樋口) -157 ー

第 5 表( 7) 毒餌 3 日連続供与で 1 日休養

Table 5ー7. Poisonous baits are given successively for 3 days with 1 day rest. 

~Day ぱ E21| 012  

o 0 
3 

。

4 

ﾗ 。

5 6 7 8 
。 。 ﾗ 

No. ~ --

34.5 37.5 38.8 40.0 42.9 28.9 
4.9 3.9 4.8 4.7. 0 

フ
I 25.5 24.8 24.5 19.0 18.4 16.5 

3.2 4.5 1.7 1.8 0 

3 
22.0 20.3 17.9 

0.9 0.4 

4 
24.5 25.3 25.2 25.5 24.3 23.3 23.3 21.0 

2.5 3.8 4.0 1.8 1.2 1.3 0 

5 
20.7 21.7 21.3 20.0 19.7 19.2 18.7 15.7 

3.3 4.3 3.0 0.8 2.4 1.4 0.5 

6 
27.0 25.8 32.2 31.8 28.1 

3.3 5.5 4.3 3.8 

41.6 42.2 43.8 42.3 36.8 
3.8 4.2 2.3 0 

7 

8 
33.5 37.6 40.2 40.8 

4.8 5.2 3.2 

9 
30.6 34.1 31.8 30.1 27.2 25.2 24.7 

3.3 4.2 3.2 0.5 0.5 0 

10 
32.2 33.8 35.0 33.5 29.0 

0.5 1. 号 0.3 0 

第5 表 (8 ) 毒訴 3 日連続供与で 2 日休養

Table 5-8. Poiso:J.o:ls baits are giveロ successively for 3 days ¥vith 2 days rest. 

'-. Day kind i 
、\、 of Bait 

No. 

つ

3 

4 

亡
、J

6 

7 

B 

9 

10 

。 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
。 00  x x 0 00  x x 

25.7 26.1 27.8 26.5 23.0 
4.0 4.9 1.0 0 

31.2 28.8 29.2 28.6 27.2 26.8 
3.2 2.5 4.2 0 0 

28.4 28.5 27.7 27.5 24.6 24.0 
4.2 5.5 4.0 0.7 0 

16.6 16.7 17.2 15.8 
3.3 3.7 4.3 

30.2 30.9 27.3 26.3 
4.1 1.5 0 

25.8 25.4 25.3 23.1 20.7 
2.0 3.2 1.8 0.8 

27.0 28.5 32.8 27.8 26.5 26.7 28.8 2.3.2 37.5 26.0 25.7 
5.3 5.2 5.8 2.3 4.5 5.5 4.7 1.5 0.7 1.5 

34.2 37.0 36.1 35.5 35.0 34.7 36.6 31.0 36.0 34.8 33..7 
3.8 4.9 4. ヲ 5.0 4.7 6.2 5.8 3.6 5.0 2.4 

27.3 25.4 24.5 25.7 26.7 25.7 26.5 25.5 25.5 23.7 23.2 
2.8 3.8 4.2 4.2 3.8 3.7 6.0 4.7 4.1 1.6 

24.2 26.5 26.1 28.0 27.5 25.8 28.7 28.7 28.0 26.8 27.8 
3.2 2.8 5.3 3.5 2.8 5.0 2.8 2.8 3.8 2.0 
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第 5 表( 9 ) 毒餌 3 日連続供与で 3 日休益

Table 5-9. Poisonous baits are given successively for 3 days with 3 days rest. 

¥ Day 

¥kind of 
" Bait 

No. ~ 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

日

9 

10 

カゆまえるつ

。 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

。 o 0 x x x 000  x x てコ

36.5 37.5 38.0 37.5 34.2 33.3 35.3 36.5 36.7 33.8 32.2 
4.8 5.3 5.7 1.7 4.0 6.0 6.5 5.5 2.6 0 

34.4 33.2 33.6 35.6 33.2 31.1 31.5 
4.0 6.3 5.7 4.8 3.0 3.8 

39.5 33.7 32.5 34.4 31.7 30.7 29.7 29.3 28.8 29.7 28.5 30.2 31.4 30.2 
3.3 4.3 4.2 2.5 0.2 1.0 3.2 3.8 3.5 2.1 3.2 3.0 0 

24.5 25.2 23.8 24.6 21.5 
4.3 4.0 3.7 0 

37.0 37.2 39.8 
3.8 4.5 

20.3 20.0 20.0 16.2 
4.4 4.2 0 

l 156180 168240 
3.7 3.6 0 

I 26.~ ， 26 ・ 2 25 ・ 4 24.0 
3.6 3.3 0 

I 22.6 21.2 22.0 21.4 19.0 16.2 18.5 17.2 16.1 
3.3 5.5 3.4 2.7 1.5 2.8 2.0 0.5 

7.2 6.4 7.2 7.9 
1.5 2.3 1.0 

5. W;炉開閉↑!'t'I'ti試験

イヰ1むw~剤は他のf勾$~剤とととなり ， ~J_年併を;J;、それることがないといわれている。そしてむし

ろ神慣性がつくのではないかといわれていたので，とれを確かめるための実験を行ったョ

Dethmor とトウモロコシ粉とを 1 : 19 の割合に出合した志餌をユンジン，リンゴの添卸の

もとに与えた。はじめ 2 日 111]辿続して志併を与え，ニえより 1n~ilf，と有志を1J!'1JJした日と，有毒の

みの日を交互にした。そして有志と Jnf/J];のトウモロコシ粉の摂食量をみた。それぞれの摂食量

は Table 6 で示した。

との Table 6 からみると有毒，無毒を同時に与えた時は，無毒餌の方が多〈食べられて

いるが，毒仰が全然食べられないというわけではない。 それ故， との芯剤濃度の主主辞では，

Warfarin は特うóUに嫌，8'/:'1:も p 習慣性もあるとはいうととができない。

6. 解書IJ 所・見

各実験によって死んだiiiは死体ffJlffflJによれ Warfarin の主主作JJJ によるととが確かめられ

た。それらの出血箇所をみると，大休日間体に数出i所の出血をみるものが多かった。



i啓好試験における有毒，無毒餌併用による喫食量第 6 表
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会死亡{[t， 1休の 111血 i:0jJWの例数を炎示すると ζたのようである。ただし， {I \JílLの íl)jJiJî"は広範闘に

ゐよんでいるとともあるが，多くの叫イヤには，わやか 1 ， 2 の点から/1\ているととが多い。1J1I

B?:~ ， 胸1);，::内では血液がどこから 11'，たかl切らかでないが， ø;;r f，'i[ しない血液で刑されている場合が

多い。また p 皮下p 筋肉内でも 1 ， 2 の点カ込らの 11\凪Lがひろがっている状態を呈しているとと

が多い。このために羽! 1 を犬山j した一 1 :，さらに/1\的Lí:i;j所の IIJJ らかなるものは区分して示した。

供試lln数!土 138 "とである。
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外{拐をともなった出血死もみられたが，きわめて少なくととに記されなかった。 Table 5--

4 の No.2 は出;!ltl\のタト1ÞJ;ーによる /IU(Jけとである。

'í!iíiTfJ t:与WJIl\J'i 'に 111.の1!']J作が*~.[見となる状態がみられるの;土，すでに内f;ちで内出血が徐々に

行われているためである。古市rrにより _l，!Eんだi:(が死ぬJJíjに後肢の歩Hがひきやるような4犬態を

呈するのも IJ製部，た腿'i'j'[ífj";i1I:でj並行してし、る内/1'，泊Lのためと，141われる。

Dy kstra (' 50) は死の直接の!日[[主l はlJi!i/1 iIflUこよる窓口タじであるとし、っているが， 筆者の実験

からも ， ~/~lj;斉Ij摂取回数が少なくて死亡した{Ii，附くには， 1叫交(1'~IJi!i 11'，山!のものが多く， Table 5-

4 の No. 1, 5-5 の No_ 1 のよう引lにこ斗/li liだけの l川I1 曲出血Lで

概して長期にわたつて生存をつづ(けナたj以2試lは，皮下出 !Ú血1でで、死ねものが多〈し， Table 5-2, 5--3 

の生き残り f伽倒品問l肱体の生体解t吾臼剖5引刊Ij したものより判断すると， Table 5-2 の 7頭r[t ， 4 頭が頭tfp，腰

部皮下にかなりの出血をしているので，皮下出血むよび腰部四肢等の筋肉内出血の微量では，

死|住民主らす乙多量の出血ではじめて死にいたるものであると忠われる。

死亡例休は外観上，指跡附近の上うに毛の少ない部分で、は春白になっているものが多く，解

剖してみても出血箇所以外は，倒1-店休と異なり貧血状態を呈していた。頭部にむける f-L\ l危で死

んだ.l1~は，外観上しばしば鼻血を IH して死んでいた。 また，死亡前に 11民球iこ目ヤニを生じた

り，涙をと多量に出している徴候がみられた。生殖器官それ自体のi+凶Lはあまりみられなかった
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が，ただ!医院内 l亡 j主いだと忠われる tl\血のため尿遣を jffi して， tll血が外部からみられるととが

多かった。 þfI:娠11>'，[休も Hayes & Gaines ('50) が十日Iおしているように，少し他の1[0'，[休ととと

友る。筆者の実験でも， Table 5-9 の No. 5, No. 8, Table 5-7 の NO.8 等にみられる

ように，胎児の小豆大よりも大きいものでは，子宮f̂ J 1[\ 山.が多く，分娩nlJ近の1rri[休で、は子'(Ç内

のみの大量tll民Lで死んだものがあり，総体的に子官内の川血は大きいようでるる。

W 考察

従来の殺lwt剤は l許J速のように速効性があるとと，致死量以下の毒量を摂取したとき， lRは毒

剤に対してすq~忌性をいだき flJび、その毒剤lによる致死効県を期待するととができないとと。 ま

たp 人畜に安全と忠われる濃度では，鼠に対しでも同様致死効果をもたらさない。とれらの諸

性質から理想的なr幻Lt剤を得るために多くの努力がなされたのである。

ヱゾヤチネズミについても互:fli聞を石友，決酸パリュウム， モノフルオール耐酸ナトリュウ

ム，業燐製剤l等の1見:lR剤では同様な状態を示し，実験室内での実験にたいて致死量をとったも

のは，決酸パリュウム以外i'土大休速効性であり，苦痛症状，痘れんをもって死亡し，致死量以

下の毒量を摂取したときは，再びその毒餌には子-をつけない。とのM!忌性の点から，とれらの

薬剤は， 11tの 1 川に食する基剤の量と，それに合ませるべき致死量を決・定せねばならぬ。しか

し，との志量の濃度で， 11tが毒剤を嫌忌せやに食べるか否かが問題である。従来志餌の調介に

あたっては，1(の毒剤に対する嫌忌性をなくするためにいろいろな方法がとられた。

本実験にゐける Warfarin I土， トウモロコシ粉を基剤として 1: 19 の割合に混合した志餌

ではなんら嫌忌性をと示すととなし rm敬供与試験に沿いても，無毒トウモロコシ粉を与えた時

とほとんど摂食量に変化がないように見受けられ，またi誌が死の直前まで毒併を食べていたら

しく毒餌器の，1 'で死亡した1fT.I休も見受けられた。

直接投与試験にたいて示したように，休重 1 9m につき Dethmor 1 mg 以_f-.で1土 ， 11U土大

体， 4~12 日の辿.続投与により殺すととができる。したがって， 1誌が 1 日に摂取する毒仰の 1[1

に体重 19m あたり 1 mg 以上食べる量を含ませればいいのである。 Schein ('50) は都市の

1 区劃のlR族駆除試験にふ、いて， トウモロコシ粉基剤 1 9m につき， 1mg の毒剤 (Warfarin)

の割合で毒餌を月J い， Doty ('50) は 0.025% の濃度で， Hawaii の甘原畠で、j誌の駆除に効

果的左ととを示している。 Gross， Baker & Bonnet ('51) 等も Doty の処方にしたがって，

Hawaii の Hawakua 島の甘原品で 90 日間毒餌をさらし， R. hawaiiensis 以外の Rattus

に効果をあげている。 Dykstra ('50) の報告によると p 家に住む mouse では，その行動4~径

がわ十かに 10~20 feet で， 1 回の摂食量が O.lgm より少なく， 1 日に 15~20 回の摂食回

数であり，最上の悲餌と他の食物との問に撰択があるために駆除が困難で、主うるとされている。

しかし Spencer め最近の観察では p 普通 0.025% の濃度のととろを 0.05% に月j いるとと
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によし mice の毒官Ifをとる量が少なくても， Warfarin のぷ量の摂取量が致死量に達して，

効洪のあるととを指示している。 しかし実験 3 で忠の例休により Warfarin 0.1 % (1 4 

の実験)では，摂食量が他の濃度より少ないのがみられるのはýì:立すべき点である。ヱゾヤチ

ネズミについても p 野外の白然の喋;境下にむける毒併の摂食量と J!H らして濃度を決定するのが

安当と，巴われる。な主， ，野外に為、いて使用する時，問題となるのは白然の食物より好まれる7長

併でなければならぬ。基剤について，黄色，白色トウモロコシ粉，ゐし茶店麦等いろいろ川いら

れているが， J二Æi，他 ('52) によるとヱゾヤチネズミは， トウモロコシ 1~ト団子の喫食が他の穀

粉団子よりも良し実際野外のMの持集でも効果をあげている点p トウモロコシ粉を主主剤に川

いるのは良いと，臣、われる。 Crabtree ('50) がノミン肘， ，{，(tiill，版iriJ等をと混ぜて rlj いているが，

ヱゾヤチネズミの野外にむける/1台好を二Jすえて，他の出合)，~:剤もきめる必要がある。

野外l乙 3ないて毒餌を供与するため，五J;[M容器をfJ}~川しなければならない。 Gross et aI ('50) 

は鰯陸 (6 1!~ x 4 1ん X 11/2 inch) の主催を利則し， 12 x 13 i l1Ch の裂いをしたものを JIJ い p

Favorite ('52) は軍隊食純の定椛(径約 3 inch) を日さ約 2inch に切にひだをつけてJlJ

いている。当研究室も現布一ぷN終について考案中であれ野外の観察によると 111.放は-一般に食

物のある所に連続p 食物を求めてくる習性がみられる。 トウモロコシ粉の7主主ヰで、は以が75併を

J jzち去るととなく，五;{は江主íi1伝文 i白川川ーにかようととが予恕されp ぷíNの有Iî拾にきわめて便利で

ある。との点から実験 4 V乙示された辿続的施川が可能と，目、われる。本薬剤は遅効性であるため

念激iこ殺虫効果をもたらさないゆえ， 51長併設置場所を設うけるにも，従来の殺鼠剤で法林地内

の以を:駆除し， i;てが周辺より侵・入すると，laわれる筒Mにノドノ}，久的な志併立世を行えば、効果があ

ると，官、われる。との毒íi1fJ2:位向r~Î-の IIIJ隔等も J1Lの行動半径 population に応じて決定される

べきである。今後とれらの~，.~i.iJ ~ら野外の実際的利flj について実験を行う予定でるる。

:ぷ餌容器を利用するととにより，気象条件によって志併の有効!皮分が損失するととを減少す

るととができるが， Doty ('50) は本712剤の飛散を防ぐために鉱物ií[Jを川いている。 Dykstra

('50) によると鉱物iLbの方がトウモロコシ油よりもぬl!文を防ぐので，との点からは鉱物illJが選

ばれるべきであると述べている。 Connoly ('50) の報背によると熱借地方等の湿気の多い所で

防蝕のために Paranitrophenol の 0.3~0.5% の使J+J をすすめている。ヱゾヤチネズミに

も本防徽剤の 50mg/11 の濃度の液で団子を作し とれを食べさせたが喫食量は良好で、あっ

た。そして防徽効 l長も充分 εあった。防附性の fll]題等も，ヱゾヤチネズミの野外での存者好性に

そくして訓介されるととが望ましいと，U う。

Favorite ('52) は Warfarin で11{放を駆除するのには日数を製するので，との点は従来の

1羽詰剤のように急激i三効果をあげるものをJlJ い，その後に Warfarin をJl J い駆除:tWil，IJすると

とが良いと述べている。主主林地に沿いτ も従来の殺到剤によれ急激にj収除効県をあけ、た後，

今永久的の djifLF若干;を設置L長期liHにわたって駆除を行えば収容防|徐にー肢の志ú:4~があげられる
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ものと思わA1-る。

V 摘要

1. 北ìM泊ーのカラマツ造林地の害獣であるヱゾヤチネズミ (Clethrionomys rufocanus 

bedfordiae Thomas) について新殺lR剤 Warfarin の効果を知るために実験を行った。

2. ill}外にゐいてlRが通常自然の食!f7!]よりとる Vita.rnin K (事剤の Antidote としての)

量は， Warfarin の効果を妨げない。

3. 1 円 i乙 i誌の休主 1 9m当り，大休1.0mg 以上連続的に与えれば大休 4~14 日で死亡

する。

4. 毒剤と基剤の混合割合は， 1: 39, 1: 19, 1: 4 等のい歩、れも致死効県をるげている

が， 1: 4 の割介のときは伺休により摂食量の減少がみられた。

5. '1ft併を 1 11 だけ与えて， 2, 3 日?民主主トウモロコシ粉により~lJ陥をむいて， :p_j:ぴ、毒評を

与えることを繰りかえすと毒剤の効果はあらわれない。しかし 1 日必きに与えると効果が認め

られる。 .j~1こ古剤を主li続 2 ， 3 日間与え p その後に 1 ， 2, 3 B等それぞれ無毒餌間隔をたき，

再び連続 2， 3 n l: lJ r!iÎlヰを供与するととを繰りかえすと，いすコれのj府Uiの川陥のi:bJ合にも効果

があるが，ただしl:lJ隔が長くなるにしたがい， J誌の生存日数は仲びる。とれにより Warfarin

の効果をあらわすためには，毒餌の毎日連続供与が必要なととが判った。

6. 1: 19 の出合割合の毒餌では，習1'lt'I'L frJfE忌性はともに認められなかった。

7. 死体解剖による結果では，腹腔，胸Ij本等による出血の場合は比較的死亡は早く，その他

の皮下lHnílで、は生存日数が長いように忠われた。

8. カラマツ治林地にむいて従来のttifl.剤で p ぷj放に111. を駆除して後，ヱゾヤチネズミのH嘗

好に泊したトウモロコシ粉ゐよびその他の法剤をJ/Jいた Warfarin 志日Ifを，半永久的な毒餌

存絡を設けて施川すれば，長期間にわたり i誌を駆除抑制するととができるであろう。
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Sukesaburo HrGl;cHr: Cage tests on the effect of Warfarin, 
rodenticide , to the Bedford's vole. 

R昼間mé
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1. A series of experiments were carried out in order to determine the 
controlling effect of Warfarin to the vole (Clethrionomys rufocanus bedfordiae 
Thomas) which is the most serious pest in the plantations in Hokkaido. 

2. The vole was fed with the clover which is considered to contain Vitamin 
K , the antidote against Warfarin. However, it was proved that the clover 
taken by the vole in nature may not noticeably influence the poisonous effect 
of Warfarin. 

3. It was proved that Warfarin kills the vole when given more than 1.0 mg 

per 1 gm body weight a day. 
4. There was not much difference in the eﾍﾍect of killing among the baits 

poisoned by Warfarin with concentrations of as 1 39 , 1 : 19, 1 : 4, respectively 
(Dethmor: ground corn). However, in the case of 1 : 4 concentration some 
animals were observed losing appetite and in the lowest concentration, that is 
1: 39, some were observed surviving a little longer than others. 

5. When the poisoned bait was given with the interval of 2-3 days no 

effect appeared. When it was applied every other day the poisonous effect 

was obvious. 
A series of feeding experiment were done using the poisoned corn powder 

at different applying days with different resting days making the combination 
as shown in the following table. 

Table 
l. AXAX........... ・・・ 田 ・ A Fed with poison. 

2. AXXAXX......... ・・・・・ X Resting day without poison. 

3. AXXXAXXX' 

4. AAXAAX... 

5. AAXXAAXX. 

6. AAXXXAAXXX 

7. AAAXAAAX..... 

8. AAAXXAAAXX.... 

9. AAAXXXAAAXXX .. 

The poisonous effect of ¥̂larfarin occurred in each case of the above except 

2 and 3 but there was a tendency that the vole survived the longer , the more 
the interval resting days, as observed in cases of 4-9. 

6. Neither aroused appetite of the vole for Warfarin nor repellant effect 

of the poison was shown. 
7. The resu1t of autopsy revealed that the haemorrhage in the body cavity 

brought the death earlier than the hypodermic bleeding. 
8. Warfarin can be εmployed for the vole control effectively for a consiｭ

derable period in the plantation oﾍ larch when we apply the following method: 
First the voles of the area are exterminated by using the ordinary rodenticide. 
Then Warﾍarin mixed with ground corn or some materials which the vole likes 
to eat, is applied in some suitable bait container. 


